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善
行
川
柳	

選
者	

東

　
　逸
平

○

コ
ロ
ナ
禍
で

　出
る
に
出
ら
れ
ぬ

　籠
の
鳥

北
海
道

齊
藤

　
　勉

評
／
籠
の
鳥
は
外
に
出
ら
れ
な
い
運
命
を
宿
し
て
い
る
か
ら
、
籠
の

鳥
な
ん
で
す
ね
。

　発
想
を
転
じ
て
、
外
に
出
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
事
物
に
目

を
移
し
て
考
え
ま
し
ょ
う
か
。《
コ
ロ
ナ
禍
で

　犬
が
遠
吠
え
す
る

お
部
屋
》
な
ん
て
ね
。

○

洗
濯
機

　友
と
相
乗
り

　節
水
し東

京
都

神
鳥
谷
知
己

評
／
コ
ロ
ナ
禍
の
こ
ん
な
時
に
、
停
電
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
ょ
う
。

　夜
は
暗
い
ぞ
、
水
は
出
な
い
ぞ
。
知
り
合
い
の
隣
の
人
と
一
緒
に

入
れ
て
、
節
水
が
出
来
る
ぞ
！

○

慰
問
準
備

　コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

　後
に
備
え

大
分
県

佐
藤

　満
洋

評
／
《
慰
問
準
備

　コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
》
そ
こ
で
文
字
を
切
っ
て
い
ま

す
が
、
空
白
に
し
な
い
で
《
慰
問
準
備
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
後
に

　備

え
》
で
い
い
ん
で
す
よ
。

　今
で
は
《
慰
問
》
と
い
う
言
葉
は
、
施
設
等
で
は
使
わ
れ
な
い
ん
で

す
ね
。《
訪
問
》
と
言
っ
て
い
ま
す
よ
。

　そ
れ
に
し
て
も
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
緊
急
事
態
は
い
つ
ま
で
続
く
の
で

し
ょ
う
か
。

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

　　大
分
県
大
分
支
部

福
祉
施
設
を
芸
能
慰
問

去
る
三
月
に
令
和
元
年
度

最
後
の
福
祉
施
設
の
芸
能
慰

問
と
計
画
し
て
い
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
全
国
的
感
染
者
の
増
加
と

い
う
思
わ
ぬ
事
態
が
発
生
し

た
た
め
、
や
む
を
得
ず
中
止

し
ま
し
た
。

支
部
の
芸
能
奉
仕
は
毎
年

度
、
春
と
秋
の
両
時
期
に
芸

能
奉
仕
団
を
編
成
し
て
、
福

祉
施
設
を
芸
能
慰
問
す
る

こ
と
を
恒
例
と
し
て
い
ま
す

が
、
令
和
元
年
度
は
慰
問
受

け
入
れ
希
望
施
設
が
多
く
、

七
月
に
一
か
所
を
加
え
、
十

月
に
二
か
所
の
慰
問
を
し

て
、
入
所
者
と
楽
し
い
交
流

を
し
ま
し
た
。

七
月
二
十
三
日
（
火
）
に

地
域
定
着
型
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
十
月
四
日
（
金
）

に
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ム
祥
雲
、

二
十
四
日
（
木
）
に
、
あ
け

の
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ

ク
・
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を

慰
問
し
ま
し
た
。（
同
所
は
平

成
三
十
一
年
三
月
に
続
い
て

一
年
に
二
回
目
の
慰
問
と
な

り
ま
し
た
。）

芸
能
奉
仕
団
は
毎
回
メ
ン

バ
ー
に
多
少
の
変
動
が
あ
り

ま
す
が
、
松
井
猛
支
部
長
と
帆

玉
澄
子
芸
能
奉
仕
班
長
が
企

画
に
当
た
り
、
会
員
の
田
仲

満
紀
子
さ
ん
の
司
会
で
十
七

～
八
人
前
後
の
メ
ン
バ
ー
が
、

民
謡
・
舞
踊
・
鼻
笛
・
詩
吟
・

歌
謡
吟
・
津
軽
三
味
線
・
健

康
体
操
・
腹
話
術
等
々
で
舞

台
を
務
め
、
施
設
入
所
者
と

温
か
い
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

支
部
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
閉
塞
次
第
、
芸
能

奉
仕
活
動
を
再
開
し
た
い

と
、
早
い
閉
塞
を
祈
っ
て
い

ま
す
。

　一
般
社
団
法
人	

日
本

善
行
会
で
は
、
善
行
の

表
彰
並
び
に
善
行
精
神

の
普
及
と
実
践
を
通
じ

明
る
く
住
み
よ
い
社
会

環
境
づ
く
り
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
活
動
を
ご

支
援
い
た
だ
く
た
め
に
、

広
く
会
員
を
お
さ
そ
い

下
さ
い
。

会
員
の
種
類

①
普
通
会
員
（
正
会
員
）

　個
人

　年
額

　五
千
円

　法
人

　年
額

　一
万
円

②
特
別
会
員
（
正
会
員
）

　個
人

　年
額

　一
万
円

　法
人

　年
額

　三
万
円

③
賛
助
会
員

　個
人

　年
額

　千
円
以
上

※
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
年
間

　購
読
料
五
百
円
含
む

入
会
の
お
さ
そ
い

私
の
住
ん
で
い
る
岩
手
県

大
槌
町
吉き

り

き

り

里
吉
里
地
区
を
紹

介
し
ま
す
。

大
槌
町
の
中
心
部
か
ら

約
２
㎞
北
上
し
た
岩
手
県

沿
岸
南
部
と
沿
岸
北
部
の

境
に
六
七
〇
世
帯
、
人
口

一
七
〇
〇
人
の
小
さ
な
集
落

（
漁
村
）
で
す
。「
き
り
き
り
」

と
言
う
地
名
の
由
来
は
昔
か

ら
ア
イ
ヌ
語
で
、
白
い
砂
浜

が
広
が
る
地
区
と
言
う
意
味

で
あ
る
と
古
老
達
よ
り
言
い

伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
名
の
通
り
石
英
質
を
多
く

含
ん
だ
白
い
砂
は
裸
足
で
散

歩
す
る
と
キ
ュ
キ
ュ
ッ
と
音

が
す
る
鳴
き
砂
の
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
大
槌
町
は

陸
中
海
岸
国
立
公
園
の
中
央

に
位
置
す
る
風
光
明
媚
な
地

域
で
も
あ
り
ま
し
て
今
の
時

期
は
新
緑
の
山
々
と
青
い
海

の
色
が
鮮
や
か
な
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
を
描
い
て
心
休
ま
る
感

じ
が
し
ま
す
。
二
〇
一
一
年

三
月
に
発
生
し
た
「
東
日
本

大
震
災
」
で
は
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
が
、
全
国
の

皆
様
か
ら
物
心
両
面
に
わ
た

る
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
、

九
年
三
ケ
月
を
経
た
現
在
、

地
域
住
民
は
、
震
災
前
の

「
生
業
（
生
活
）」
に
戻
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
私
達
の
地
域

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

岩
手
県
支
部

で
自
慢
出
来
る
も
の
は
、
春

先
に
収
穫
す
る
三
陸
「
ワ
カ

メ
」
で
す
。
栄
養
豊
富
な
内

海
で
育
て
た
「
ワ
カ
メ
」
は

歯
ご
た
え
の
良
さ
、
味
は
格

別
で
贈
答
用
品
と
し
て
多
く

の
方
々
か
ら
重
宝
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
初
夏
に
な
り
ま
す

と
「
ウ
ニ
」
漁
が
始
ま
り
ま

す
。
エ
サ
の
海
藻
が
豊
富
な

時
期
の
ウ
二
は
味
も
美
味
し

く
、
食
堂
や
寿
司
店
・
料
亭

に
高
値
で
販
売
取
引
さ
れ
て

需
要
が
旺
盛
と
な
り
ま
す
。

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
定

置
網
に
よ
る
「
秋
サ
ケ
」
漁

と
産
卵
の
た
め
河
川
に
回
帰

す
る
「
秋
サ
ケ
」
の
掴
み
取

り
を
開
催
し
、
観
光
客
を
呼

び
込
ん
で
の
お
祭
り
な
ど
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
養
殖
に

よ
る
三
陸
ホ
タ
テ
の
収
穫
出

荷
並
び
に
海
の
凪
の
状
況
を

見
定
め
た
「
ア
ワ
ピ
」
漁
が

始
ま
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
寒
い
時
期
の
食
べ

物
で
鍋
物
の
具
に
は
欠
か
せ

な
い
食
材
で
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
て
私
達
の
「
ふ
る
さ
と
」

は
、
一
年
を
通
し
て
自
然
の

恵
み
を
受
け
な
が
ら
生
活
し

て
い
る
陸
中
海
岸
で
魚
貝
類

が
豊
富
に
収
穫
さ
れ
る
こ
と

が
「
自
慢
」
の
漁
村
で
す
。

是
非
一
度
、
私
達
の
「
ふ
る

さ
と
」
岩
手
県
大
槌
町
吉
里

吉
里
地
区
に
い
ら
し
て
く
だ

さ
い
。

ふ
る
里
の
民
謡
を

活
か
し
て
五
十
五
年
！

　大
分
県
大
分
市松

井

　猛

こ
の
度
、
令
和
二
年
度
特

別
表
彰
金
章
の
栄
誉
を
賜

り
、
誠
に
光
栄
で
ご
ざ
い
ま

す
。国
選
択
無
形
文
化
財「
鶴

崎
踊
り
」
保
存
会
に
二
〇
歳

の
時
に
入
会
し
、
以
後
、
大

分
県
民
謡
研
究
会
「
萬
謡

金

　
　
章

特
別
表
彰

會
」
に
所
属
し
て
県
民
謡
の

発
掘
・
普
及
活
動
を
続
け
て

来
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
培
っ

た
経
験
を
活
か
し
、
平
成
五

年
一
月
「
少
年
少
女
民
謡
合

唱
団
」
を
立
ち
上
げ
、
民
謡

を
通
し
て
子
供
た
ち
に
「
先

人
た
ち
の
心
」
を
学
ん
で
も

ら
う
為
、
津
留
公
民
館
で
開

設
。
平
成
十
四
年
か
ら
大
分

市
教
育
委
員
会
主
催
「
伝
統

芸
能
ふ
れ
あ
い
教
室
」（
和

楽
器
体
験
学
習
）
の
出
前
授

業
を
十
七
年
間
、
開
催
。
さ

ら
に
高
齢
者
「
声
出
し
健
康

民
謡
講
座
」
を
各
地
区
の
公

民
館
、
老
健
施
設
等
で
行
い

高
齢
者
の
健
康
寿
命
を
延
ば

し
、
笑
顔
溢
れ
る
人
生
が
送

れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ

の
度
の
受
賞
を
契
機
に
さ
ら

に
精
進
を
重
ね
独
自
性
に
富

ん
だ
活
動
を
推
進
し
て
社
会

貢
献
に
繋
げ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

善
行
銀
章
を

　
　
　
　受
賞
し
て

　静
岡
県
浜
松
市長

谷

　勇

こ
の
度
は
、
栄
え
あ
る
善

行
銀
章
を
賜
り
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
で
美
容
師
に
な
り
た

て
の
頃
か
ら
四
十
年
に
わ
た

り
定
期
的
に
高
齢
者
施
設
や

障
が
い
者
施
設
を
訪
問
し

ヘ
ア
カ
ッ
ト
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
当
初
は
カ
ッ
ト
技
術
を

磨
く
目
的
も
あ
り
ま
し
た

が
、
私
た
ち
を
心
待
ち
に
し

て
い
る
利
用
者
の
方
々
と
の

交
流
の
中
で
「
さ
せ
て
い
た

だ
く
喜
び
」
を
実
感
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
元
浜
松
に
戻
り
美
容
室

を
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
も
同

じ
美
容
師
で
あ
る
妻
と
共
に

ケ
ア
ホ
ー
ム
な
ど
で
活
動
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

髪
を
切
り
終
わ
っ
た
時
々

の
利
用
者
の
笑
顔
と
ご
家
族

や
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
か
ら
の
感

謝
の
言
葉
に
支
え
ら
れ
ま
し

た
。
近
年
は
交
通
安
全
運
動

や
地
元
中
学
校
と
の
浜
名
湖

水
源
の
森
観
音
山
の
草
刈
り

な
ど
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
「
待
っ
て
い
る
人

が
い
る
限
り
」
社
会
に
貢
献

で
き
る
活
動
を
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
日
本
善
行
会

に
め
ぐ
り
あ
え
た
事
と
お
世

話
に
な
っ
た
多
く
の
皆
様
に

心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

銀

　
　
章

善
行
金
章
を

　
　
　
　受
賞
し
て

　宮
城
県
登
米
市

千
葉

　源
治

こ
の
度
、
栄
え
あ
る
特
別

善
行
表
彰
金
章
の
栄
を
賜
り

ま
し
た
。
大
変
光
栄
で
あ
り

多
く
の
方
の
ご
協
力
の
賜
物

と
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

私
は
教
職
を
定
年
退
職

し
、
保
護
司
の
命
を
受
け

二
十
年
、
老
人
会
の
お
世
話

十
年
余
り
そ
の
傍
ら
、
趣
味

金

　
　
章

と
し
て
書
道
、
詩
吟
、
菊
作

り
、
盆
栽
、
短
歌
会
と
誘
わ

れ
る
ま
ま
に
会
員
の
皆
様
と

共
に
、
楽
し
み
な
が
ら
長
い

間
過
ご
し
て
参
り
ま
し
た
。

し
か
し
寄
る
年
波
に
は
勝

て
ず
重
い
物
を
持
ち
運
び
困

難
に
な
り
、
現
在
は
、
詩
吟

会
、
三
会
場
で
（
週
三
回
）、

短
歌
会
（
月
一
回
）、
書
道
会

（
毎
日
夕
食
前
）。
白
寿
に
近

い
身
と
な
り
、
家
族
に
送
ら

れ
な
が
ら
続
け
て
い
る
こ
の

頃
で
す
。

福
沢
諭
吉
の
老
人
訓

一
、
今
の
自
分
に
感
謝
し

二
、
自
分
に
合
う
趣
味
を

持
つ
の
言
葉
を
「
座
右
の
銘
」

と
し
残
り
の
人
生
を
お
く
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
の
栄
え
あ
る
善
行

金
章
を
い
た
だ
き
ま
し
た

事
、
皆
様
の
ご
指
導
の
賜
物

と
感
謝
し
、
和
顔
施
の
心
で

毎
日
を
お
く
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。




